<APPENDICES> The Heavens of April, 1939 by unknown
Title1939年4月の天象
Author(s)






































???? 赤緯 塾駐問 夜間　夕刻薄明終焉時刻
????????????噂　分秒038　9
0　56　22
1　14　40
133　5
1　51　39
2　10　24・
2　25　32
＋　4e　7t
　6　2
　7　54
　9　43
11　29
13　9
14　26
時間　　分　　　　　　時r呵　分
12　32　11　28
12　42　11　18
12　53　11　7
13　04　10　56
13　14　10　46
13　24　10　36
］3　32　10　28
　時　分・
19　52
19　57
20　02
20　08
20　13
20　19
20　24
　赤緯はグングン昇って煙る．月始めには，其れでも寒い事もあって，稀には
　京都や東京でも・平群下に降る事もあるが，月末の日中には・衛を歩む首筋
　に汗ばむ事すらもある．一・i叩網で最も氣候の激目する月である．
月　月齢1L4の月が，“獅子”座に始まり・一一周して“乙女”座に絡る・共の簡
　の諸相を略示すれば（月齢，親直裡は口本中央標準時21hの値）
　　　日付　　　　月齢　　　縄直濡　　　時刻　　　　星塵　　　　　　　　言巳事
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　である．闇夜の無い日，及び闇夜は夫々・浦月・新月の前後三日である．4
　月の月は，あまり季節の話題にならないが，新しい二口月を見るのには4月
　2t口夕空は好條件の方であらう・
木星　月始め・“魚座”の中部にあって・3Llに1・k内合する・共後も逆行をっ
　づけて，15口停留・以後順行するが・暁天に在って井々太陽から離れて行
　く・しかしこの頃の暁天の離隔は見難い．
金星　睡天にあって，“水瓶”座の中部から，“魚”座の中部へと，猛スビ1
　ド太陽を追つ駈けて居る・硯直谷宝ぱ15・，’4～12・”3，光度は一3・6～一3・4へと
　減少の一路である・然し，何分明るい星だから・未だ朝には，人目を引く．
火星　口下の樂しみは火星だけである・未だ曉天にあって，“射乎”座の南斗
　六星の上糧を順行中であるが，光度は十〇・4一・　一〇・2へと，いよいよマイナス
1939年4月の．天象 （142）
　級になり，親直魯～も8．”6～11！’2と　YPt加して來た．春ともなれば追々シ1イ
　　ングも好回するから，特志の槻三家は，もうこの頃から二丁を開始すべきで
　ある．今，火星の世界は，地球で云へば秋分の一・ケ月許り前，EPち，北牛球
　では漸く秋に入りかけ，南牛球では春に一足入った頃である．
木　星　“水瓶”と“魚”座の境界線上に居る．回天の星だが二二は不能・
土星　“魚”座に居て，11日には合となる．これも全く観望不能．
天王星　“牡羊”座に在って夕室の星とは云ひ度いが，是み太陽に近くて駄口・
海王星　先月來引つづいて“獅子”座に居る．前號の圖に依って見れば，小望
　遠鏡で．姿は見へる・
ユりウス日　4月1日21時が2429355．0‘c侮る．
黄三光　西天の黄道光は漸く泊えかSる．
§星　4月に早撃’して近日瓢を通過するものは無いが，無に親しみの深いボ
　ン・ウィンネツケ彗星が，多分焚見されるだらう・或は3月に既に意見され
　るかも知れない・未だアマチュアの器械には見當らないかも知れなV・が，月
　始めには牧夫座のγ星の束3度位から，大朝北上して15口頃にはβ星の西
　1。位の所を通過して，更に北上する．月末には少し速度は鈍って來る・5月
　に入れば面白からう．いつれ泰運に経路を岡惚する．
日食4月19日金環食がある．中心はアリユ1シャン列島中部，カナダ，アラ
　スカ幻境，北極と云った人煙稀な地方ばかりであって，日本からでは，部分
　食も見られなV・から，詳しい事は省略する．
　　　　　　　　　　　　太陽の爆叢観！！
　我が地球P，金星，土星，火星のX、Dうに，きれい謀遊星の醍列が如何i：して太陽のまは
りに餌來7；か？　此の問題な解くt：め，晋から，カントやラプラ1スの9，霧諺£，チエンパ
リン・モ1ルトンの微遊星説，近くはジ1ンスの説等が提唱され，結局，今では二つの恒
星の接近1こより潮汐説なごが描く行lti2‘（みるのであるが，最近（昨年1938年末）アメリth
物理學會がワシントン市で開かれナ；時，海軍研究所のRoss　Gunnミいふ人が一新説な提
唱し†二．それは，太陽が幾十億年前に・三星”（NOva）のやうな現象た起し，急に爆登し
て，其の表面からガス物賞な喰出し，それが今日の各遊星になつt：のだらうtv’ふ説であ
る．
